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市 

賞 

褒 

j
 

農
協
組
合
長
と
し
て
農
協
経
営
の
安
定
一

に
尽
力
し
地
域
農
業
振
興
発
展
に
貢
献
 

葛
 
西
 
治

氏
元
歳
）
 

太
刀
打
 

永
年
に
わ
た
り
農
業
協
同
組
合
活
動
に

身
を
挺
し
、
松
島
村
第
一
農
業
協
同
組
合

長
、
津
軽
中
央
農
業
協
同
組
合
長
、
五
所

川
原
市
議
会
議
員
等
の
要
職
を
務
め
、
常

に
農
業
者
の
立
場
に
立
っ
て
公
平
に
行
動

し
、
農
協
経
営
の
安
定
に
尽
力
し
地
域
農

業
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
。
 

内
助
功
労
章
 
葛
西
 
良
さ
ん
 

・

》

「
 

 

市
農
業
委
員
と
し

て
農
業
振
興
発

展

に
貢
献
 

今
 

柾

義
氏
元
歳

）
 

飯
 
詰
 

永
年
に
わ
た
り
五
所
川
原
市
農
業
委
員

活
動
に
身
を
挺
し
、
五
所
川
原
市
農
業
委

員
会
会
長
職
務
代
理
者
等
農
業
関
係
団
体

の
要
職
を
務
め
、
農
地
の
流
動
化
を
推
進

し
大
規
模
農
家
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
 

り
ん
ご
の
栽
培
体
系
と
転
作
作
物
の
確
立

に
尽
力
し
、
地
域
農
業
振
興
発
展
に
貢
献

さ
れ
た
。
 内

助
功
労
章
 
今
 
キ
サ
さ
ん
 

今後＝一層のご清躍を期待します 	 『 

平成15年度五所川原市市褒賞 1- 
文化褒賞並びに内助功労章表彰式 『 

	 ー‘ 一』 

十
一
月
三
日
の

「
文
化
の
日
」に
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
五
所
川
原
に
お
い
て
平
成
十
五

年
度
五
所
川
原
市
市
褒
賞
・
文
化
褒
賞
並
び
に
内
助
功
労
章
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
成
田
市

長
、
表
彰
推
薦
委
員
、
来
賓
な
ど
約
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

今
回
、
受
賞
さ
れ
た
の
は
市
褒
賞
四
人
、
文
化
褒
賞
三
人
、
内
助
功
労
章
七
人
の
皆
さ

ん
で
、
一
人
ひ
と
り
に
市
長
は
、
褒
状
、
褒
章
、
記
念
品
を
贈
り
功
績
を
称
え
ま
し
た
。
 

同
賞
は
、
市
政
の
進
展
に
著
し
い
功
績
を
残
さ
れ
た
方
々
、
徳
行
が
優
れ
広
く
市
民
の

模
範
と
な
る
方
々
、
文
化
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
、
発
展
に
優
れ
た
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
表

彰
す
る
も
の
で
、
昭
和
四
十
七
年
の
制
度
制
定
以
来
、
昨
年
ま
で
市
褒
賞
百
四
十
八
人
、
 

文
化
褒
賞
百
三
人
、
内
助
功
労
章
二
百
五
人
の
方
々
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
 

2
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公
益
事
業
の
円
滑
な
推
進
と
市
の

地
域
振
興
発
展
に
貢
献
 

高
橋
正
治

氏
（8
2歳
）
 

寺
 
町
 

永
年
に
わ
た
り
五
所
川
原
た
ば
こ
販

売
協
同
組
合
事
業
の
健
全
運
営
に
尽
力

す
る
と
と
も
に
、
寺
町

・
岩
木
町老
人

永
寿
会
理
事
、
五
所
川
原
虫
お
く
り
保

存
会
理
事
、
財
団
法
人
日
本
公
衆
電
話

会
五
所
川
原
分
会
副
分
会
長
等
を
歴
任

し
、
市
の
地
域
振
興
発
展
、
福
祉
の
向

上
に
貢
献
さ
れ
た
。
 

内
助
功
労
章
 
高
橋
 
京
さ
ん
 

，
「
！
J
 

市
消
防

団
の
団
員
指
導

や
消
防

技
術
向
上
に
尽
力
 

長

津
正
美

氏
品
歳
）
 

小
 
曲
 

昭
和
3
9年
、
五
所
川
原
市
消
防
団
入

団
以
来
そ
の
任
務
を
深
く
自
覚
し
、
地

域
民
生
安
定
の
た
め
率
先
し
て
防
火
活

動
に
奔
走
す
る
と
と
も
に
、
五
所
川
原

市
消
防
団
副
団
長
を
務
め
、
団
員
の
指

導
育
成
や
消
防
技
術
向
上
に
尽
力
す
る

な
ど
、
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た

め
に
貢
献
さ
れ
た
。
 

内
助
功
労
章
 
長
津
 
よ
し
子
さ
ん
 

今
さ
ぞ

社
 
J
 

r
 
だ
れ

域
す

が

く
 
そ
地
 
ま
 

農
急
票
 

峰

元
r
勲
展
べ
 

繊
器
黙
 

驚
」
」「
」
 

者
栄
皆
分

た
礼

賞
 
の

た
 
の
 
の
お

受

日
 
っ
 
れ
会
 
と
 
 

初
等
中
等
教
育
振
興
と
地
域
社
会

の
発
展
に
貢
献
 

長
 

峰
  

）紘
 氏
元
歳
）
 

飯
 
詰
 

初
等
中
等
教
育
の
振
興
と
ス
ポ

ー
 

ッ
振
興
に
尽
力
 

櫛
  
'?
J
 

清

氏
丙
歳
）
 

幾
世
森
 

永
年
に
わ
た
り
初
等
中
等
教
育
の
振

興
に
寄
与
し
、
文
武
両
道
の
教
育
を
目

指
し
て
指
導
に
努
め
、
柔
道
、
野
球
等

の
ス
ポ
ー
ッ
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
ほ
か
、
 

五
所
川
原
市
社
会
教
育
委
員
、
青
森
県

退
職
公
務
員
連
盟
北
五
支
部
長
と
し
て

市
の
教
育
水
準
の
向
上
と
社
会
教
育
の

振
興
に
貢
献
さ
れ
た
。
 

内
助
功
労
章
 
櫛
引
 
の
ぶ
さ
ん
 

永
年
に
わ
た
り
初
等
中
等
教
育
の
振

興
に
寄
与
し
、
優
れ
た
見
識
と
情
熱
を

も
っ
て
実
践
の
継
続
を
重
視
し
た
指
導

で
前
途
有
為
な
人
材
を
育
成
し
た
ほ
か
、
 

五
所
川
原
市
立
図
書
館
協
議
会
委
員
、
 

五
所
川
原
市
住
民
協
議
会
連
絡
会
会
長
、
 

飯
詰
地
区
住
民
協
議
会
会
長
と
し
て
地

域
社
会
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
。
 

内
助
功
労
章
 
長
峰
 
ト
ミ
さ
ん
 

初
等
中
等
教
育
と
家
紋
研
究
を
通

一
 

し
地
域
文
化
の
振
興
に
貢
献
 

『
 

間

山

鉄
夫

氏
（7
8歳
）
 

雛
 
田
 

永
年
に
わ
た
り
初
等
中
等
教
育
の
振

興
に
寄
与
し
、
人
材
の
育
成
に
挺
身
の

傍
ら
、
津
軽
地
域
の
家
紋
研
究
に
打
ち

込
み
、
名
字
と
の
か
か
わ
り
、
集
落
の

成
り
立
ち
、
更
に
は
そ
の
起
源
に
至
る

ま
で
詳
細
な
調
査
を
行
い
、
郷
土
史
の

貴
重
な
資
料
に
な
る
と
と
も
に
地
域
文

化
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
。
 

内
助
功
労
章
 
間
山
 
成
子
さ
ん
 

長
峰
弦
氏
ダ
ブ
ル
受
章
 

瑞
宝
双
光
章
に
長
内
重
雄
氏
、
長
峰
燕

氏
、
瑞
宝
単
光
章
に
新
谷
俊
雄
氏
 

秋
の
叙
勲
受
賞
者
が
十

一
月
三
日
付

け
で
発
表
さ
れ
、
本
市
で
は
瑞
宝
双
光

章
に
長
内
重
雄
氏
、
長
峰
慈
氏
、
瑞
宝

単
光
章
に
新
谷
俊
雄
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
受

章
さ
れ
ま
し
た
。
 

長

峰
  

燕

氏
（7
8歳

）
 

飯
 
詰
 

（
写真
略
）
 

教
育
功
労

（
元公
立
小
学
校
校
長
）
 

長

内
重

雄

氏
元
歳
）
 

み
ど
り
町
 

更
生
保
護
功
労
（
保
護
司
）
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、心
》
伽
田
肖
洋泊
性
」ル
山
の
（
起
爆

剤
 

と
し

て

の

一
 
訊
奴ク
仁
折
竹
 

新
谷
俊
雄

氏
元
歳
）
 

田
 
川
 

「
立
候
武
多

の
館
」
驚
に
決
定
 

五
所
川
原
市
女
性
ス
ポ
ー
ツ
協
議
会
 ×

 

TT側から 
 -,ー  IL 

建設中のl叫立i倭武多の館」 
Iri" 

〇北川健二（高知県高知市） 立倭武多伝承館 同名応募3件の抽選
〇小谷暢之（鳥取県溝口町） 五所川原たちねぷたの館 同航熟佃艇 

立倭武多館 同名応募6件の抽選 
雲漢ミュージアム 
立倭武多伝承館 同名応募3件の抽選
五所川原たちねぷたの館 同航熟件の抽選
立倭武多の館『アヅマーレ』 

佳作 
〇津島勇人（金 木 町） 立倭武多館 同名応募6件の抽選 
〇門木隆明（滋賀県大津市） 雲漢ミュージアム 

〇松野実和（五所川原市） 立倭武多の館『アヅマーレ』 

● 讐鷲木沢小四年生のみなさん応募中最年少で積極的に取りくむ。 

〇斉藤秀子（福島県塩川町）応募中最高齢（8臓）でねぷた祭りに深い知識がある。 

平成15年11月15日 4 

消
防
功
労
 

（
元
五
所
川
原
市
消
防
団
分
団
長
）
 

ま
た
、
今
秋
か
ら
栄
典
制
度
改
革

に
よ
り
新
設
さ
れ
た
、
五
十
五
歳
以

上
で
危
険
性
の
高
い
職
務
に
従
事
し

た
人
に
授
与
さ
れ
る
危
険
業
務
従
事

者
瑞
宝
単
光
章
を
宮
崎
柾
義
氏
が
受

章
さ
れ
ま
し
た
。
 

宮
崎

柾
義

氏
（7
6歳
）
 

八
重
菊
 

消
防
功
労

（元
五
所
川
原
地
区

消

防
事
務
組
合
消
防
司
令
長
）
 

本
市
の
中
心
街
再
活
性
化
の
起
爆
剤
と
し
て

大
町
に
建
設
し
て
い
る
立
侵
武
多
を
通
年
展
示

す
る
施
設
の
名
称
は

「
立侵
武
多
の
館
」
と
決

定
し
、
十
月
三
十
一
日
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
 

八
月
一
日
か
ら
九
月
二
十
日
ま
で
募
集
し
、
 

全
国
か
ら
千
三
百
八
十
九
件
（
同

一
名
称
三
百

二
十
七
件
）
の
応
募
が
あ
り
、
名
称
選
考
委
員

会
の
審
査
の
結
果
、
愛
知
県
江
南
市
の
佐
々
木

博
さ
ん
の
 
「
立侵
武
多
の
館
」
 
（同
名
応
募
十

九
件
、
抽
選
で
決
定
）
に
決
ま
り
ま
し
た
。
 

成
田
市
長
は
、
 
「
こ
れま
で
親
し
ま
れ
て
き

た
名
前
で
紛
ら
わ
し
く
な
い
。
呼
び
や
す
く
市

の
街
な
か
再
生
の
核
と
な
る
名
称
だ
と
思
う
」
 

と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
 

同
施
設
は
、
立
候
武
多
三
台
を
展
示
し
、
美

術
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
立
佼
武
多
製
作
所
な
ど

を
備
え
、
来
年
四
月
オ
ー
プ
ン
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。
 

そ
の
他
各
賞
は
、
佳
作
五
点
、
特
別
賞
二
点

が
選
ば
れ
て
い
ま
す
0
 

は
、
立
候
武

多

ハ
ネ
ト
踊
り
な
ど

を
み

て
盛
ん
に

拍

手
を
し

た
り
、

昔
踊
っ

た
踊
り
方
を
思
い

出
し

な
が

ら
五
所

川
原
甚

句
の
輪
に

入
り
、

楽
し

い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。
 

山
内
会

長
は
、
 
「
な
か
な
か
外
出

す
る
機
会
の
少

な
い
施
設
の

皆
さ
ん
に

み
て
も
ら

い
、
楽
し

い
時
間

を
過
ご
し

て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
っ

て
お
じ
ゃ

ま
し

ま
し

た
。
喜
ん
で

い
た
だ
き
、

大
成

功
だ
っ

た
と
思

い
ま
す
。

こ
れ

か
ら
も
こ
の
活
動
を

続
け

て
い
き
た

い
で
す
ね

」
 と
今

後
に

つ
い
て
抱
負
を
語
っ

て
い
ま

し
た
。
 

十
月
二
十

五
日
、
五
所

川
原
市
女
性

ス
ポ
ー
ッ
協

議
会
（
山
内

政
会
長
）
の

会
員
十
五
名

が
養
護
老
人

ホ
ー
ム
く
る

み
園
を
訪
問
、
 

果
物
を
寄
贈

し
た
ほ
か
踊

り
を
披
露
し
、
 

入
所
者
に
喜

ば
れ
ま
し
た
。
 

入
所
者
た
ち
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第
十
二
回
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権
大
会
に
出
場
 

ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
 

善
戦
敢
闘
し
て
く
だ
さ
い
 

十
二
月
ニ
十
日
か
ら
仙
台
市
体
育
館
で
行
わ
れ
る
第
十
二
回
全
国

小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
に
出
場
す
る
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
が
十
月
二
十
七
日
、
市
役
所
を
訪
れ
健

闘
を
誓
い
ま
し
た
。
 

成
田
市
長
は
、
 一
人
ひ
と
り
に
握
手
を
し
な
が
ら

「
大会
で
は
先

生
や
コ
ー
チ
の
い
う
こ
と
を
聞
い
て
善
戦
敢
闘
し
て
く
だ
さ
い
」
と

激
励
し
ま
し
た
。
 

▽
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
（
五
所
川
原
市
勤
労
者
総
合

ス
ポ
ー
ッ
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
）
 

▽
五
所
川
原
市
長
期
創
造
プ
ラ
ン
2
1基

本
構
想
に
つ
い
て
（
第
三
次
五
所
川

原
市
総
合
開
発
計
画
基
本
構
想
）
 

▽
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

（
漆川
地
区

公
益
公
共
施
設
整
備
事
業
用
地
）
 

可
決

・
承
認
さ
れ
た
議案
 

▽
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
（
平
成
十
五
年
度
五
所
川
原

市
一
般
会
計
補
正
予
算
）
 

・

一
般
会
計
二
千
六
百
三
十
万
九
千
円

増
額
し
て
総
額
二
百
二
十
七
億
八
千

五
百
七
十
九
万
円
に
。
 

平
成
十
五
年
五
所
川
原
市
議
会
第
四

回
臨
時
会
が
、
十
月
二
十
三
日
に
開
催

さ
れ
、
五
所
川
原
市
長
期
創
造
プ
ラ
ン
 

2
1基
本
構
想
な
ど
四
議
案
を
原
案
ど

お
り
可
決

・
承
認
しま
し
た
。
 

ま
た
、
任
期
満
了
に
よ
る
常
任
委
員

会
委
員
及
び
議
会
運
営
委
員
会
委
員
等

の
選
任
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

一一
 

 

＠常任委員会 

委員会名 定数 委 員 長 副委員長 委 員 

総 務 (b
  

稲 葉 好 彦 平 山 秀 直 
平 山

野 呂 

則 雄 

園四郎 

笠 井 幸 市 

経 R
)
 

 
磯 辺 勇 司 山 口 孝 夫 

東 

松 野 

茂 

武 

美 

司 

葛 

大 

西 

野 

ノリエ 

欽 也 

民 生 6
  

寺 田 武 造 櫛 引 ュキ子 
福 士

長谷川 

寛 美 

清 勝 

工 

斉 

藤 

藤 

善 司 

― 郎 

建 (b
  

寺 田 達 也 川 浪 茂 浩 
阿 部

葛 西 

春 市 

収 三 

木 

吉 

村 

岡 

清 ― 

浩 

＠議会運営委員会 

定数 委 員 長 副委員長 委 員 

7
  

福 士 寛 美 松 野 武 司 
櫛 

野 

引 

呂 

ュキ子

園四郎 

寺 田 達 也 山 口 孝 夫 

〇組合議会 

議 会 名 選任年月日 氏 名 

西北五環境整備事務組合議会 平成 15年10月 23日 大 野 欽 也 

五所川原地区消防事務組合議会 平成 15年10月 23日 山 口 孝 夫 

団体の部で県代表として出場する茶谷員由子さん（三輪小六年）は、 「今、自分

の持っている実力を発揮したい」、ダカレス東北代表の草創新太郎くん（三輪小4年） 

と内海篤樹くん（中央小4年）は、 「ノレトナーに迷惑を訓ナないように頑張ります」 

「最後まであきらめないでプレーします」とそれぞれ想いを語っていました。 

5 平成15年11月15日 	五所川原市役所 容35-2111 



も
た
ち
を
見
守
る
木
 

三
輪
小
で
植
樹
 
難

霧
蘇
川
原
 

邑
］
魔
一
骨
助
畿
ウ
管
可
シ
照国
臨
目
 

市
職
員
高
齢
者
疑
似
体
験
 ,『醜か” 

ま
た
、
六
年
生
児
童
を
代
表
し
て
、
 ．
 

十
月
二
十
七
日
、
 

「
輪
小
学
校
（
荒
谷

正
裕
校
長
）
の
サ
ッ

カ
ー
グ
ラ
ン
ド
で
、
 

六
年
生
六
十
九
名
が

ニ
メ
ー
ト
ル
程
に
育

っ
た
 「
か
い
ず
か
い

ぶ
き
」
 二
十
本
を
植

樹
し
ま
し
た
。
こ
の

苗
木
は
、
東
北
電
力

五
所
川
原
営
業
所
（小

野
寺
繁
治
所
長
）
が

独
自
に
行
っ
て
い
る

環
境
対
策
事
業
の
一

環
と
し
て
同
校
の
校
内
緑
化
推
進

一

充
実
の
願
い
に
応
え
寄
贈
さ
れ
た
も

の
で
す
。
児
童
を
前
に
小
野
寺
所
長

は
、
 「
皆
さ
んが
卒
業
し
て
か
ら
も

長
く
大
事
に
育
て
て
く
だ
さ
い
」
と

お
願
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
 

植
樹
に
あ
た
り
荒
谷
校
長
は
、
 「一
一

十
年
、
三
十
年
後
の
自
分
を
思
い
描

き
な
が
ら
植
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
将
来
、
大
き
く
な
っ
た
木
を
見
な

が
ら
、
君
た
ち
の
子
ど
も
に
植
樹
し

た
こ
の
日
の
こ
と
を
話
し
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
 

あ
な
た
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
（U
D
）
を知
っ
て
い
ま
す
か
。
 

高
齢
者
や
幼
児
、
ま
た
、
体
の
障
害

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
身
近
の
道
具

が
使
い
や
す
く
作
ら
れ
て
い
る
か
ど

う
か
。
道
具
に
限
ら
ず
サ
ー
ビ
ス
、
 

情
報
の
や
り
と
り
な
ど
を
誰
も
が
利

用
し
や
す
い
よ
う
に
改
善
し
て
い
く

の
が
U
D
の
考
え
方
で
す
。
 

十
月
三
十
日
、
働
く
婦
人
の
家
に

お
い
て
県
の
 
「
ユ
ニ
バー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
出
前
講
座
」
が
市
職
員
を
対
象

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

県
文
化

・
ス
ポ
ー
ッ
振
興
課
の
中

山
敏
総
括
主
幹
の
説
明
の
後
、
参
加

者
は
、
耳
栓
や
視
界
を
狭
め
る
眼
鏡

の
ほ
か
、
ひ
じ
、
ひ
ざ
、
足
に
重
り

を
つ
け
、
高
齢
者
の
擬
似
体
験
を
行
 

い
ま
し
た
。
さ
っ

そ
く
街
に
出
て
、
 

高
齢
者
に
と
っ
て

歩
き
や
す
い
か
、
 

な
ど
検
証
し
ま
し

た
。
擬
似
体
験
し
 

、
た
人
は
、
 「
歩
道
 

、

が
暗
い
、
ま
た
、
 

傾
斜
が
き
つ
く
歩

き
に
く
い
」
な
ど

意
見
を
出
し
合
い
、
 

U
D
の
視
点
を
持

ち
続
け
る
こ
と
の

大
切
さ
を
学
び
、
 

「
今
後の
業
務
に

生
か
し
て
い
き
た

い
」
 と
話
し
て
い

ま
し
た
。
 

魯
「
 

5
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
5
 

0
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ

〇
西
北
五
は
り
‘き
ゆ
う
・
マ
ッ
サ

ー
 

ジ
師
会
（
鳴
海新
吐失
本
長）
H
訪
問

（
入

所
者
（
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
）
。
 

〇
五
所
川
原
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
（
成

田
ツ
ヤ
会
長
）
H
訪
問
（
踊
・
唄
）
、
 

寄
贈
（
卵
百
二
十
個
）
。
 

＠
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
津
軽
金
山
焼
窯
業
協
同
組
合
（
毛

内
秀
登
理
事
長
）
H
二
万
七
千
百

円

（陶
器
祭
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
 

ク
シ
ョ
ン
益
金
）
。
 

〇
五
所
川
原
第
ニ
中
学
校
P
T
A

（
中

川
敦
人
会
長
）
H
一
万
六
千
円
（一
一

中
祭
P
T
A
バ
ザ
ー
益
金
）
。
 

〇
田
中
文
雄
さ
ん

（
岩
木
町二
四
）
 

H
二
十
万
円
。
 

は
強
く
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
き
ま

す
」
と
誓
い
ま
し
た
。
 

児
童
の
手
で
苗
木
が
一
列
に
植
樹

さ
れ
る
様
子
を
見
て
い
る
と
、
大
き

く
成
長
し
、
い
つ
ま
で
も
子
ど
も
た

ち
を
見
守
り
続
け
る
木
に
な
っ
て
欲

し
い
と
願
い
ま
し
た
。
 

今
賀
尊
く
ん
、
中
村
美
貴
さ
ん
、
滝
 

・

土
格
二
く
ん
、
柳
本
桂
さ
ん
が
、
 「排
 
【
一
 

気
ガ
ス
、
暑
さ
、
寒
さ
に
耐
え
る
か
 
、
 

い
ず
か
い
ぶ
き
の
よ
う
に
、
私
た
ち
 
冒
店
馴
 

善
意
の
花
か
ご
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第20回 
しよがわら産業まつり 

10月25日～26日 

会場のつがる克雪ドーム「BIG WING」で

は、来場者が特産品をはじめ、とれたて新

鮮な地元の農林水産品やその加工品を買

い求めていました。また、健康チェック・

相談ができるなど各種コーナーのほか、 

菊や盆栽の鑑賞を楽しんだり、ステージ

で繰り広げられる早食い競争や福引きな

どのイベントに大きな拍手が送られてい

ました。 

、． 



西
北
五
民
俗
芸
能
フ
ェ
ア
 

「神
経
芽
細
胞
腫
検査
」
 

休
止
の
お
知
ら
せ
 

青

森
県
健
康
福
祉
部
 

こ
ど
も
み
らい
課
・
家
庭
支
援
グル
ー
プ
 

公
o
l
7
(7
3
4
)9
3
o
3
 

「神
経
芽
細
胞
腫
」
と
は
、
乳
幼
児

の
お
な
か
に
で
き
る
小
児
が
ん
の
一
種

で
、
県
で
は
生
後
6
1
7カ
月
の
赤
ち

ゃ
ん
を
対
象
に
神
経
芽
細
胞
腫
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
の
様
々

な
調
査

・
研
究
の
結
果
、
①
こ
の
検
杏

に
よ
り
神
経
芽
細
胞
腫
で
亡
く
な
る
子

ど
も
が
減
っ
て
い
る
と
は
は
っ
き
り
い

え
な
い
、
②
乳
児
の
神
経
芽
細
胞
腫
は

自
然
に
小
さ
く
な
り
消
え
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る
、
な
ど
が
わ
か
っ
て
き
た
た

め
、
神
経
芽
細
胞
腫
検
査
を
休
止
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
従
っ
て
検
査
セ

ツ
ト
が
配
布
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
っ

て
も
、
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
各
自
で
廃
棄
し
て
い
 

た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

な
お
、
平
成
1
6年
2
月
ま
で
検
査
対

象
と
な
る
赤
ち
ゃ
ん
に
つ
い
て
検
査
を

希
望
さ
れ
る
場
合
、
検
査
を
実
施
し
ま

す
が
、
検
査
ろ
紙
は
、
平
成
1
6年
2
月

末
ま
で
に
青
森
県
環
境
保
健
セ
ン
タ

ー
 

へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
 

西
北
五
民
俗
芸
能
連
合
会
に
よ
る
民

謡
、
獅
子
舞
、
登
山
灘
子
な
ど
の
発
表

会
で
す
。
入
場
無
料
。
 

●

1
1月
2
9日
出
 
1
3時

5
 

オ
ル
テ
ン
シ
ア
 
大
ホ
ー
ル
 

◇
出
場
者
 
西
北
五
民
俗
芸
能
連
合
会
 

1
3団体
、
特
別
ゲ
ス
ト

（
第
2
2回青

森
県
民
謡
王
座
・
小
山
内
忠
勝
、
津

軽
三
味
線
・
花
田
一
蔵
）
 

五
所

川
原

市
社
会
福
祉
大
会

市
社
会福
祉
協
議
会
 
容
（3
4)3
4
94
 

豊
か
な
地
域
福
祉
社
会
を
目
指
し
、
 

市
民
と
関
係
各
機
関
の
連
携
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
大
会
式
典
並
び
に
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

●

1
1月
2
2日
田
 
1
3時

ー
 

オ
ル
テ
ン
シ
ア
 
小
ホ
ー
ル
 

◇
ァ
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
 
園
児
・
児
童
・
 

生
徒
や
福
祉
団
体
等
に
よ
る
演
奏
、
 

合
唱
、
楽
し
い
踊
り
な
ど
 

届
届
 

姻
婚
 

婚
離
 養子縁組届 
養子離縁届 

※上記以外でも身分証明書の提示を 
求める場合がありますので、こ協 
力をお願いします。 
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五所川原市では 12月1国から 

婚姻・離婚・養子縁組・離縁などの戸籍届出の際

に身分証明書が必要となります。 

最近、全国的に、第三者により本人の知らない間に婚姻、養子

縁組等の戸籍の届出が行われる事件が起きています。そこで五所

川原市では、 12月 1日より、戸籍届出の際に『本人確認』のた

め、身分証明書を提示していただくものです。なお、身分証明書

をお持ちでない方でも届出はできますので、窓口にお申し出くだ

さい。 ただし、身分証明書を提示できない方や来庁されなかっ

た届出人の方には、届書受理後に 「届出があった」 旨を郵送でお

知らせいたします。 虚偽や、なりすましによる不正な戸籍届出

の防止と戸籍制度の信頼性を確保するためにも、窓口においでに

なる市民の皆様には、ご負担をおかけすることになりますが、趣

旨をご理解のうえ、ご協力をお願いいたします。 

戸籍届出のため来庁された方の「本人確認」を実施いたします 
～この『本人確認』は平成15年度中に全国すべての市町村で実施されます～ 

運転免許証やパスポート、 

住民基本台帳カード（顔

写真付き）など、顔写真

付きの官公署発行の身分

証明書 

※詳細については、届出される市区
町村でこ確認願います。 

身
分
証
明
の
種
類
 

身
分
証
明
書
が必
要
な
届
出
 

薪
  し
い
食
品
安
全
行
政

が
始
ま
り
ま
し
た
 

青
森
県
農
政
事
務
所
消
費
生
活
課

公

o
l
7
(7
7
5
)2
1
5
2
 

「
食の
安
全
・
安心
の
た
め
の
大
綱
」
 

が
決
定
さ
れ
、
国
民
の
健
康
保
護
を
最

優
先
し
消
費
者
の
視
点
に
立
っ
た
新
し

い
食
品
安
全
行
政
が
7
月
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。
 

◇
農
林
水
産
省
 
「「
「や
ミ
w雲
ョ
a
f
f
 

g
o・ip
×sy
o
k
u~
 
a
n

z
e
n
×

top・htm
 

◇
東
北
農
政
局
 

h
ttp
く
×w
w
w

・to
ho
ku

・ma
f
f

・

智

・
」
ロ×
 

住
宅
需
要
実
態
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
 

建
築
住
宅
課
 

内
線

3
3
3
 

国
土
交
通
省
で
は
、
1
1月
2
4日
か
ら
 

1
2月
7
日
ま
で
の
間
、全
国
各
地
で
「
平

成

1
5年
住
宅
需
要
実
態
調
査
」
を行
い

ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
全
国
の
家
庭
の

皆
様
が
、
住
宅
に
つ
い
て
日
頃
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
を
う
か
が
う
も

の
で
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
住
宅
施

策
を
行
う
う
え
で
重
要
な
資
料
と
な
り

ま
す
。
 

期
間
中
、
統
計
調
査
員
証
を
持
っ
た

調
査
員
が
無
作
為
抽
出
さ
れ
た
調
査
対

象
世
帯
を
訪
間
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

,
 



精

神
保
健
福
祉
協

力
員

講

座
受
講
生

募
集
 

精
神
障
害
者
地
域
生
活
支援
セ
ン
タ
ー
 

ラ
プ
リ
マ
ベ
ラ
 
公
（3
8)1
3
3
1
 

◇
会
費
 
月
 
5
0
0円
 

第
3
3回
西
北
五
地
区
教
美
展
 

北
地
方
教
育
会館
容
（
3
5)2
o
8
8
 

西
北
五
地
区
の
教
職
員
や
退
職
者
に

よ
る
絵
画
、
工
芸
、
書
、
写
真
な
ど
の

作
品
展
で
す
。
入
場
無
料
。
 

●

1
1月
3
0日
回
5
1
2月
2
日
因
 

1
0時ー

2
1時
（
最
終
日
は1
7時ま
で
）
 

エ
ル
ム
の
街
s
c
 
エ
ル
ム
ホ
ー
ル
 

'
 

自
衛
隊

生
徒
募

集
 

ー

1
7歳
未
満

男
子
ー
 

自
衛
隊
五

所
川
原
募

集
事
務
所
 

合
（
3
5)2
3
o
5
 

悪質業者に気をつけて 

下水道課 内線311・314 
最近、宅地内の排水設備の点検や清掃を勧

誘する業者についての問い合わせが寄せられ

ています。市が宅地内の排水整備についてこ

れらの作業を業者に依頼することはありません。 

もし排水が詰ったり、流れにくくなった場合は

下水道課もしくは排水設備指定業者などへ

相談くださ氏 

中央公民館
容(35) 6056 平成 5i年 

五所川原市中央公民館で行われている「みんなの教室」と、 
各種サークルの皆さんによる発表が開催されます。 

今年度の『みんなの教室』は14教室H（敬称略） 	. 

11月21日（金）15時～21時まで 

22日（土） 9 時～15時まで 
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発表時間の変更もありうることをこ了承ください 

11月22日（土） 

たんぽぽコーラス 
着付け教室 

スポーツ教室 
空と羽（ウクレレ） 
スポーツ教室 
日舞彩扇会 

Eデージ売辰J)li 
11月21日（金） 
日舞藤都流 

竹志会（尺ハと琴） 
竹の会（尺ノい 
太極拳教室 
宝生会（謡曲） 

（指導・藤田 妙子） 
（指導・鈴木 宗肇） 
（指導・斎藤 光麗） 
（指導・山本 善蔵） 
（指導・鹿内喜知子） 
（指導・島村恵美子） 
（指導・岩城 徳男） 
（指導・時田 智子） 
（指導・鶴谷公美子） 
（指導・長尾 伊津） 
（指導・笠井 昇敏） 
（指導・古川 信夫） 
（指導・楠美 祥雄） 
（指導・成田 博昭） 

◆スポーツ教室 
◆遠州流茶道教室 
◆小原流生け花教室 
◆盆栽教室 

◆パッチワーク教室 
◆手編み教室 
◆囲碁教室 
◆書道教室 

◆着付け教室 
◆中国料理教室 
◆中国語教室 
◆英会話教室 
◆太極拳教室 

◆軽スポーツ教室 
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火災・救急ltj動概況 
五所ii源消防署管内10月の火災、救急、救助出動件数（単位件） 

区 分 
火 救 救 	助 

月別 累計 月別 累計 月別 累計 

平成15年 3 22 136 L164 6 23 

平成14年 4 28 91 1,(9 0 18 

比 	較 Al A6 45 95 6 5 

平劇昨蹴一標語 その油断 火から炎へ 災いへ 
問合せノ五所ii原地区消防事務組合消防本部 B35-  2019（内線 23) 

へ
）
”
尋
二
い
 

戸
書
 
‘、 

平成1J6年度((4月入所》 
保育所H-_1 _所申込受付 

児童家庭係内線547 

◇受付期間 11月17日（月）~12月19日（金） 

上記期間以外でも随時受付します。ただし、保

育所の定員に余裕がない場合（期間内の受付であ

っても）、入所できないことがありますのでご了

承ください。 

※申込書は健康福祉課及び各保育所に備え付けて

あります。また、保育所によっては、障害児（軽

度・中度）も入所できます。なお、各保育所（入

所）の情報も健康福祉課に備え付けてありますの

でご利用ください。 

◇申請先 健康福祉課児童家庭係 

r 
遺lB 学祝金等の給付 

児童家庭係内線546 

市では遺児援護対策事業のー環として遺児入学 

祝金等を給付します。 

該当者は以下のとおり申請してください。 

◇対象児童 市内に住所を有する義務教育終了前の 

母子・父子家庭、父母のいない家庭の児童・生徒 

◇給付金等の種類 

①入学祝金・・・平成16年度小中学校入学者 

②卒業祝金・・‘平成15年度中学校卒業者 

③弔慰金・・・平成15年度中に父または母が死亡 

した遺児の属する世帯 

◇申請書類 遺児入学祝金等受給申請書 

口座振込申請書 

， ※申請書類は、児童家庭係及び市内各小中学校 

にあります。 

◇申請先 児童家庭係または市内各小中学校 

◇提出期限 12月12日（金） 

※学校によって提出期限が異なりますので、各校 

の担当者までお問い合わせください。 

◇給付決定通知 

平成16年2月頃通知（対象者） 

平成ijB年度母子寡婦福祉資金編 
血導薙菊予弱費弱醸FiJ「 

児童家庭係内線548 

◇対象者 経済的に困難な事情にあり、平成16年 

4月に高等学校等に進学または修業施設に入所を希 

望する者を現に扶養している配偶者のいない女子等 

◇貸付の対象となる資金 

①修学資金 ②修業資金 ③就学支度資金 

◇貸付に関する提出書類 

①申請書 ②保証人の保証書 ③貸付申請者の戸籍謄本 

④配偶者のない女子であって現に児童を扶養している 

ことを証する書類 ⑤家計費申告書 ⑥進学証明書（在 

学している学校からの証明書）⑦経費申告書 

※提出書類は、児童家庭係にあります。 

◇提出期間 11月17日（月）~12月12日（金） 

※期限後も随時、貸付申請を受け付けます。 

◇貸付の仮決定 平成16年2月末日までに通知 

◇貸付の本決定と資金交付 

●就学資金・修業資金…仮決定された者の児童

が高等学校等に入学または修業施設に入所し、 

在学証明書の提出がなされたものに対して4月
に本決定をし、5月末日までに資金を交付する。 

●就学支度資金・・・仮決定された者の児童が高等

学校等に合格し、または修業施設に入所し、 

合格通知の提出がなされたものに対して3月中

に本決定し、4月末日までに資金を交付する。 

麟平成15年麟旦的障貴者巡回相談 
障害福祉係内線543 

知的障害を持ち施設や在宅で暮らしている方々の生 

活実態や二ーズを把握し、身近な支援を提供するため、 

県知的障害者更生相談所による巡回相談を開催します。 

◇日程 平成16年1月13日（火） 9時30分～ 

◇会場 働く婦人の家 

※詳しい内容、申込方法等については、障害福祉 

係までお問い合わせください。 

※内容や申込方法等、詳細は障害福祉係まで。 

12月1日（月）は 

の納付期限です。 

忘れずに納めましよう 

収納課 内線431---435 
介護福祉課 内線273 
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五所川原市人権擁護委員 

住 	所

松島町7丁目20 

松島町7丁目54 

錦町1-101 

原子字山元76- 3 

電話番号 

35一2947 
35一8590 

34-229 3 

2 9-2 3 3 3 

みどり町 4丁目18 34 一4274 

新宮町17- 1 35 一2440 
松島町7丁目75 35 一8121 
長富字鎧石175 36 一2553 
ーッ谷505- 5 35 -3014 

委 員 名 

馬
 
郁
 
夫
 

、
 
芳
 
江
 

i本
 
憲
 
昭
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博
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啓
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「人権週間」にあたり、私たち一人ひとりが人権につ

いて考え、明るく豊かな社会をつくりましょう。なお、 

毎日の生活の中でお困りのときは、各相談窓口またはお

近くの人権擁護委員にご相談ください。相談は無料で、 

秘密は厳守します。 

相 談 	窓 	口 

常 設 相 談 
青森地方法務局
五所川原支局 

0173-34-2330 

子ども人権110番 青森地方法務局 017一774一1020 

女性の人権ホットライン 青森地方法務局 017一774一1040 

〔
第
四
十
三
回
五
所

川
原
市
文
化
祭
県
下
俳
句
大
会
 

五
所
川
原
地
区
入
選
作
品
抄
 

千
空
句
碑

の
母
文
字
顕
て
リ
木

下
闇
 

枇
穂

田
風
瓢
々
と
た
ち

の
ぼ
る
 

母
と
飲
む
長

寿
の
お
茶
や
雲
谷

の
秋
 

小
鳥
来
る
甘
え
上
手
に
夫
老
い
し
 

孫
と
カ

る
忙
し
さ
も
幸
小
鳥

来
る
 

秋
の
冷
埴
輪

の
貌
の
顎
と
が
る
 

賜
鳴
く
や
昔
は

み
ん
な
素
直
な
子
 

ひ
た
む
き
に
生
き
し

父
な
り
鰯
雲
 

な
か
ん
ず
く
火
星
煙
く
星

月
夜
 

秋
浄
や
鏡
に
白
髪
目
立

つ
朝
 

大
野
分
津
軽
平
野

の
ど
真
ン
中
 

藍

の
花
薬
頼
リ

の
歳
重
ね
 

秋
寒
し
奥
よ
リ
返
事

の
小
商
ひ
 

秋
天
や
山

の
雄
ご
こ
ろ
際
立
ち

ぬ
 

天
道
の
捷
重
ん
づ
鳥

渡
る
 

敦
賀
 
晴
川

鳴
瀬
 

牛
角

小
田
川
秀

一

成
田
 
市
子

松
宮
 
梗
子

櫛
引
 
麗

子

福
士
 
美

和

三
上
悠
恵
子

山
内
ひ

ろ
子

須
藤
 
嗣

子

菊
池
 

初
子

瓜
田
 
ゆ
り

奈
良
 
ち

か

笠
井
 
チ

エ

工
藤
 
作
蔵
 

第55回人権週間（ 12月4日～10日） 

よるプvづ回お麓闘畦麗なことか易』Ii難鷺動ま難必司 

青森県人権擁護委員連合会と青森地方法務局では次
の強調事項を掲げ、県民の皆さんに人権尊重の大切さ
を呼びかけています。 

⑥女性の地位を高めよう 

⑥子どもの人権を守ろう 

⑥高齢者を大切にする心を育てよう 

⑥障害のある人の完全参加と平等を実現しよう 

⑨部落差別をなくそう 
⑨アイヌの人々に対する理解を深めよう 

⑥外国人の人権を尊重しよう 

OH I V感染者やハンセン病患者等に対する偏見をなくそう 

⑥刑を終えて出所した人に対する偏見をなくそう 

⑨犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう 

⑨インターネットを悪用した人権侵害は止めよう 

⑨性的指向を理由とする差別をなくそう 

電話による女性の人権ホットライン 

◇日 
◇受付電話 （34) 2330 
◇相談担当者人権擁護委員、法務局職員 

【相談内容】 
夫・パートナーからの暴力、セクシャルハラスメ
ント、ストーカー問題や子どものいじめ、体罰、 
女性に関する各種人権問題など 

特設人権相談所開設 

◇日 時 12月6日（土）10時30分～15時
◇場 所 ェルムの街ショッピングセンター 

エルム文化センター 第1教室
◇相談担当者人権擁護委員、法務局職員 

タ 

、~ 
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いインフオメ～ジヲン 

健康福祉課 内線234・236 

1 人分 1 67kcaI 力ルシウム 35mg 塩分 0.4 g 

■材料（4人分） 

かぼちゃ 	1/8個 食塩 	小さじ 1/3弱 

砂糖 	大さじ 3 小麦粉 	大さじ 2 強 

こ飯 	1 70g 	くるみ 	1 Og 
牛乳 	1/2カップ サラダ油 	適宜 

糖
飯
乳

砂
こ

牛
 

病気の相談、心の相談、血圧測定など保健師が相談

に応じます。健康手帳をお持ちの方はご持参ください。 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 
姥 泡 集 会 所 

11月21日金 
10: 3O~1 2 一 00 

コミュニテイセンター飯詰 10:30-12:00 
稲 実 集 会 所 

11月25日因 
10:3 0--1 2:00 

沖 飯 詰 集 会 所 10:30-12:00 
田 川 集 会 所 11月26日困 10:30-'12:00 
コミュニテイセンター中川 11月28日金 10:30-12:00 
石 畑 集 会 所 

12月 4日困 
10:30-11:30 

コミュニテイセンター三好 11:00'-12:30 
錦 町 集 会 所 

12月 5日金 
9:30-12:00 

一 野 坪 集 会 所 12:30--14:00 

く  すくすく健診 ） 

◆場 所／働く婦人の家・保健センター 

◆受付時間／ 12 時 15 分から 12 時 30 分 

◆持参するもの／母子健康手帳、バスタオル 

◆主な内容／小児科診察、歯科診察（1歳 6 カ月児・ 

3歳児）、身体計測、発達相談、 

離乳食試食（ 4 カ月児）等 

対 象 児 期 	日一 

4 カ月児健診 平成 15 年 7 月生まれ 12月 2日因 

1 歳 6 力月児健診 平成 14 年 6 月生まれ 12月16日因 

3 歳児健診 平成 12 年8月生まれ 12月18日困 

（ 母と子の相談日 ） 
，この相談日を、お子さん、お母さん達の交流の場に 

もご利用できますので、気軽においでください。 

◆場 所／働く婦人の家・保健センター 

◆持参するもの／母子健康手帳 

開 設 日 時 間 内 	 容 

12月 3日困 ・各月齢での成長、 

12月17日困 10 :00 -12 :00 発達、育児、遊び、 

※ 17 日午後は電話予

約となっています。 
13 :00 --15 :00 栄養（離乳食等）相談 

・子育て等の情報交換 

（ 献血のご案内 ） 
期 	日 時 	間 場 	所 

11月19日水 9:3O~15:QO 五所川原第一高等学校 

11月26日困 
9:3O-1 1:30 五所川原保健所 

13:0 0-i 5:30 株式会社津軽エノモト 

テーマ 

番慮増きする 
奉  食事① 

’電鷺級縄コ碑r  圭＝五所川原市食生活改善推進員会 

■作り方 

①かぼちゃは電子レンジに3分かけ（または蒸して）、 

柔らかくなったら、つぶして砂糖をふりかける。 

②鍋にこ飯と牛乳を入れてほぐす。火にかけて固めのお 

粥を作り、塩を加えて冷ます。 

③くるみは細かくつぶす。 

④②に①・③・小麦粉を加えてよく混ぜ、等分して平た 

くまとめる。 

⑤フライパンに少量の油を敷き、焼き色がつくまで両面 

を焼く。 

健康ミルク粥を使ったお焼きは口当たりがよく、 

和菓子のようにまろやかで、コクのあるおいしさで

す。また、ビタミン、食物繊維が豊富なかぼちゃを

使っているので栄養もたっぷりです。体に良いおや

つを食べて、元気で長生きしましょう 

救急医療当番医 
月日 曜日 医療機関名 所 	在 電話 

11 Ii 16日 日
  

対馬内科小児科医院 
Il. 0「川原巾

田町 4-5 
34-3431 

11月23日 口

H
 

 
白戸胃腸科外科医院 

五所川原市

栄町 64 - 1 34-6211 

11月24日 月
  

すわ胃腸科内科クリニック 
五所川原市 
八重菊 91 - 1 

38-1133 

11月30日 日
  

増田病院 
五所川原市

新町 41 34 一 2727 

※1．対応時間 （電話で確認）9時から17時まで。 

2，その他、消防署（救急病院紹介公34-4999）で紹介します。 

I 

	

	※お願い 健診に来られなかった方は、健康福祉課ま

でご連絡ください。病気療養中のお子さんは翌月の健 

I ’ 診を受けることができます。健診当日は駐車場が混雑 

I 	しますので市役所駐車場もご利用ください。 
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